
地区名 指摘箇所 発言者 指摘事項 対応案

霞ヶ浦用水
Ⅲ期

事業の効用に関
する説明資料

信州大学
佐々木委員

効果算定資料の作物生産効果算定表の数値に誤りがあるようなので確認
すること。

効果算定資料を確認したところ、作物生産効果算定表中で単収数値を記
載すべき箇所に誤りがあったため、これを修正した。

平成25年度関東農政局補助事業評価（再評価）技術検討会（第２回）における指摘事項
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（４）水源かん養効果

○効果の考え方

○年効果額算定式
　年効果額＝流況安定化寄与水量×原水開発単価×還元率

○年効果額の算定
還元率

③

0.0418

・還元率　　　　　　　　　（③）
：施設が有している総効果額を耐用年数期間における年効果額に換算
するための係数。

433.29 6,336 114,755

・流況安定化寄与水量　（①）

　事業を実施した場合（事業ありせば）と実施しなかった場合（事業なかりせば）の河川水源や地下水源への
かん養量の差のうち、水源としての利用可能性を求め、その水量を確保するために必要な水源開発費の耐
用年数に応じた還元率を乗じて年効果額を算定した。

流況安定化 原水開発 年効果額
寄与水量

④＝①×②×③
千m3 円/m3

単価
① ②

：関連事業を実施しなかった場合と比較して、事業を実施した場合に下
流域において増加する利用可能水量を算定した。

・原水開発単価 （②）
：十王ダム、飯田ダム及び花貫ダム開発費と水源開発水量により算定
した。

千円
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４．評価に使用した資料

【共通】

【費用】

【便益】

・農林水産省農村振興局企画部土地改良企画課・事業計画課（監修）（平成19年）「新たな
土地改良の効果算定マニュアル」大成出版社（平成20年３月31日一部改正、平成21年３月
31日一部改正）

・土地改良事業の費用対効果分析に必要な諸係数について（平成25年３月26日付け農村
振興局整備部土地改良企画課課長補佐通知)

・霞ヶ浦用水Ⅲ期地区出来高設計書

・茨城県産青果物等の取引価格
・農林水産統計資料の関係市町村別単収および茨城県単収
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国営幹線

公団

県営幹線

凡　　　　　　　　例

国 営 幹 線

水 開 発 公 団

県 営 幹 線

揚 水 機 場 ( 県 営 )

27 不動谷津支線１号

28 不動谷津支線２号

29 清水支線１号

30 上野支線

31 高道祖支線

32 関城支線２号

34 石下支線(鴻野山支線)

35 菅原支線

36 大生郷支線１号

37 大生郷支線２号

101 清水支線２号

102 岩井北部支線

103 安静支線１号

104 安静支線２号

105 中結城支線

106 尾崎北部支線

107 借宿支線

108 生子支線

109 寺久三支線

110 寺久三支線２号

111 下結城支線

112 西高野支線

113 つくば支線１号

114 つくば支線２号

115 江川新宿線

116 県営逆井支線

117 大和田支線

134 木有戸支線

凡例 内 　　　容
H24 年 度 まで に 実施 済
H25 年 度 実 施 中
H26 年 度 以 降

着工～完了

事
業
費 千円

4,356,000

　　　　　　　　　　　   用水機場 ４ヶ所

事業目的

250,000 1,077,4503,028,550

　用　水　改　良

　水稲、きゅうり、はくさい、トマト、レタス

戸

計　　画　　概　　要

田 計

２６年度
以降

２５年度

1,503

畑

Ｈ５～Ｈ３１

主 　要 　工 　事

主要作物

受 益
面 積

千円

201,889

3,920

千円

                         用水路工 Ｌ＝５２．９ｋｍ

総事業費

その他

3,412

関係市町 筑西市、下妻市、つくば市、坂東市、常総市、結城市
八千代町、笠間市、桜川市、古河市

２４年度
迄

千円

受益戸数

農業競争力強化基盤整備事業（水利施設整備事業） 霞ヶ浦用水Ⅲ期地区事業概要図
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